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背景および目的 
県内の家具・木工，建築産業では，木質感や

高耐候性等の品質と共に低環境負荷である木材

用水性塗料が求められている．しかし，低環境

負荷で木質感を損なわない，透明系半造膜型水

性塗料について，十分な耐候性を有するとは言

えない状況である． 

塗料の耐候性を向上させるには，塗膜劣化挙

動を精度よく短期間で評価することが重要で

ある．そこで本研究では，透明系半造膜型水性

塗料について，初期の塗膜劣化挙動の把握につ

いて検討を行った．  
 

研究内容 
塗膜劣化要因を明らかにするため，市販の透

明系半造膜型水性塗料をスギ材に塗装し，耐候

性試験（屋外曝露６カ月）を実施した．塗膜劣

化が進行すると，塗膜の割れや剥離等が発生し，

その欠陥部分より，さらなる劣化を促進する．

塗膜劣化を確認するため，耐候性試験を実施し

た試験片について，撥水度・塗膜断面分析・樹

脂構造解析・マイクロ CT 観察等の様々な分析手

法を実施し，耐候性試験の有無による塗膜表

面・断面の変化を詳細に分析した．  
 

研究成果 
塗装木材片を分析した結果，撥水度（図１）

及び塗膜断面分析（表１）等では劣化が確認で

きなかった．樹脂構造解析（図２）では，わず

かな劣化が確認された．一方で，放射光 X 線に

よるマイクロ CT 観察（図３）では，明確に微小

な塗膜割れの発生が確認された．  
このことから，マイクロ CT を利用して塗膜断

面を直接観察することにより，間接的に塗膜劣

化を評価する撥水度による評価手法よりも，よ

り早く塗膜の劣化が確認できた．本手法による

塗膜評価を行うことで，より正確で短期間での

耐候性評価が可能になると考えられる．   

 
図１ 撥水度の経時変化 

表１ 電子顕微鏡による塗膜断面分析 
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図２ 赤外分光分析による樹脂構造解析 

  

耐候性試験なし     耐候性試験あり 

図３ 塗膜断面のマイクロCT観察 
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